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021m3） 処理内容：

ンクより メタノールタンクより

含まれる固形
遠心分離機で分離される微量の水や未反応廃

ンクで上層に分離された粗脂肪酸メチルエステルを活性白土を通すこと
ムやグリセリンを除去します。この段階ではまだ水分

Ｅ １０１ Ｅ－１０２

蒸気供給

廃食用油 前処理（ろ過・水分除去） 反応 分離・静置 粗ＢＤＦ

グリセリン
精製：中和 精製：油水分離 精製：最終油水分離 精製：ろ過 製品ＢＤＦ

メタノール＋水酸化カリウム

ＤＴ：90℃

料のひとつのメタノールに触媒として ：微量－水分、メタノール除去

ル反応の反応率を上げるた
た廃食用油を加熱

ます。
ンク 遠心分離機で不純物を除去した脂肪酸メチルエステルをさらに精

いために一時貯留するタンクです。

RT－701ドレインポットはT-07水分除去タンクから除
去され E 702ベ パ コンデンサ で凝集分離さ

Ｅ－１０１ Ｅ－１０２

蒸気供給

Ｅ－１０４

Ａ

廃食用油 前処理（ろ過・水分除去） 反応 分離・静置 粗ＢＤＦ

グリセリン
精製：中和 精製：油水分離 精製：最終油水分離 精製：ろ過 製品ＢＤＦ

メタノール＋水酸化カリウム

ＲＴ－１０１(0.130m3）
ドレンポット

Ｔ－７０１（0.03m3）

冷却水供給

：0.05m3（0.09m3） 処理内容：

を静置することで、反応生成液が、脂

ールを加熱攪拌することで反応させ、
燃料）を作る。このと
非常に穏やかな反応で、タ

す。
触媒を溶解したメタノールの一定量

が供給されます。
低温期にBDFの粘度が上がり燃料とし

よくするために、あらかじめ流動点降
下剤を希釈しておくためのタンクです。

ルエステルに含まれる微量の水分などの不純物を、加熱（90℃）減

ルバイオディーゼル燃料：BDF）にします。１回当りの処
.5m3です。

降下剤混合タ

去され、E-702ベーパーコンデンサーで凝集分離さ

Ｅ－１０１ Ｅ－１０２

蒸気供給

Ｅ－１０４

Ａ

蒸気供給

廃食用油 前処理（ろ過・水分除去） 反応 分離・静置 粗ＢＤＦ

グリセリン
精製：中和 精製：油水分離 精製：最終油水分離 精製：ろ過 製品ＢＤＦ

メタノール＋水酸化カリウム

ＲＴ－１０１(0.130m3）
ドレンポット

Ｔ－７０１（0.03m3）

冷却水供給

れる不純物を取除く
リン層は装置外のグ

静置タンクを処理することを標準とし
け（１回当り約0.5m3）以後の処理過程

混

含まれる微小固形不純物を５ミクロンのフィルターで除去します

１ミクロンのフィルターを通すことでBDF製品になります。

Ｅ－１０１ Ｅ－１０２

蒸気供給

Ｅ－１０４

Ａ

Ａ

蒸気供給

廃食用油 前処理（ろ過・水分除去） 反応 分離・静置 粗ＢＤＦ

グリセリン
精製：中和 精製：油水分離 精製：最終油水分離 精製：ろ過 製品ＢＤＦ

メタノール＋水酸化カリウム

ＲＴ－１０１(0.130m3）
ドレンポット

Ｔ－７０１（0.03m3）

冷却水供給

へ

BDF精製装置フロー図

（1）．ＢＤＦ製造プロセス

（2）．ＢＤＦ製造装置フロー図の説明 Ａ
廃食油タ

T-05：0.1m3（0.186m3） 処理内容：
精製：中和タンク

静置タ
で含まれる水酸化カリウ
等の不純物は含まれたままです。

F1 処理内容： 廃食用油受入れタンクから送られてくる廃食用油に
不純物の一部を除去します。フィルター CST-101： （0.

重液ポット 食油用のポットです。
Ｅ－１０３ VP-101Ｅ－１０３Ｅ－１０３Ｅ－１０３

CS-01 （油水分離） 処理内容： 水酸化カリウ
水分や未反応廃食油等の不純物を遠心分離に

ベ パ コンデンサ 真空ポンプベーパーコンデンサーベーパーコンデンサーベーパーコンデンサー ムやグリセリンが除去された粗脂肪酸メチルエステルに含まれる

：ＦＦＡＲＴ－１０２（0.029m3）ＲＴ－１０２（0.029m3）ＲＴ－１０２（0.029m3） 、水分除去 精製：遠心分離機
より油水分離します。この段階

では微量の水分などの不純物がまだ残っています。

T-01：0.3m3（0.55m3） 処理内容： 後段の反応タンクで行うメチルエステ
めに、フィルターを通して固形不純物を除去し
減圧して、含まれる液体不純物の一部を除去し

水分除去タ T-06：0.07m3（0.9m3） 処理内容：
バッファタンク 製するための水分除去タンクに送るためのポンプを空運転させな

P-101
ポンプ P-601蒸気供給

ポンプ
E-701スパイラル熱交に関しては危険物流体側に温度測定装置を設置してあります

T-03：0.14m3（0.153m3） 処理内容： メチルエステル化反応の原
働く水酸化カリウムをあらか Ｅ－７０２Ｅ－７０２Ｅ－７０２

触媒混合タンク じめ溶解しておきます。 Ｅ－７０１ ＶＰ－７０１Ｅ－７０１ ＶＰ－７０１Ｅ－７０１ ＶＰ－７０１

ＲＲＲ

P-301 T-07：0.8m3（0.848m3） れた微量の水分やメタノール用のポットです。

ポンプ 水分除去タンク 処理内容：
ＤＴ：90℃

P-701

脂肪酸メチ
圧
肪酸メチルメチルエステ
理量は約0

処理内容：

℃

T-01水分除去タンクで不純物の一部を除
作られた水酸化カリウムを溶かしたメタノ
脂肪酸メチルエステル（バイオディーゼル
としてグリセリンも生成します。この反応は
の反応による温度上昇は２～３℃程度で
反応タンクT-02タンクにはP-301ポンプで
が投入された後、P-101ポンプで廃食油

去した廃食用油と触媒混合タンクで （1.8kPa　abs）することで除去し、微量の固形不純物を除いて規格に合う脂

T-02：0.3m3（0.39m3） き反応副生成物
ンク内で

反応タンク ポンプ
ＤＴ：65 T-09

降下剤希釈タ

P-901
ポンプ

ンク

ンク て使用できなくなるのを防ぐために、流
動点降下剤を使用しますが、作業性を

P-201
ポンプ

T-08：0.57m3（0.629m3） 処理内容： t-09：0.05m3（0.09m3）
T ,B,C：-04A, , 処理内容： 反応タンクから送られてきた反応生成液

肪酸メチル ステル層（上層約1 0 3）と肪酸メチルエステル層（上層約1.0m3）とグ
せます。この段階では、メチルエステル層

分離後、上層のメチルエステル層は含ま
製工程に送られる。また、下層のグリセ
出される。
静置タンク以後の処理は、一日当り２基の
ます。処理は、静置タンク１基を２回にわ
に送ります。

グリセリン層（下層約0 1 3）に分離さ1.1m3（1.185m3） リセリン層（下層約0.1m3）に分離さ

静置タンクA、B、C には、水酸化カリウムや水分といった
不純物が含まれています。

P-801ために後段の精
ポンプリセリン容器に排

F2 処理内容：
フィルター

BDFに

P-401
ポンプ

グリセリン容器へ

　グリセリン発生量：約200㍑／日 F3 処理内容：
フィルター

最後に

：危険物配管 ：20号タンク対象

：非危険物配管タンクの容量は20号タンクにあっては申請容量、その他のタンクでは危険物の処理量。（　）内は、タンク容積
製品タンクへ

：20号タンク以外で危険物を扱う機器
製品タンク

BDF製造量：2000㍑／日
：非危険物機器

Ｅ－１０１ Ｅ－１０２

蒸気供給

Ｅ－１０４

Ａ

Ａ

Ｅ－７０１

蒸気供給

Ｅ－７０２

廃食用油 前処理（ろ過・水分除去） 反応 分離・静置 粗ＢＤＦ

グリセリン
精製：中和 精製：油水分離 精製：最終油水分離 精製：ろ過 製品ＢＤＦ

メタノール＋水酸化カリウム

Ｅ－１０３
ベーパーコンデンサー

ＲＴ－１０１(0.130m3）
ドレンポット

ＲＴ－１０２（0.029m3）

ＶＰ－７０１

ＲＴ－７０１（0.03m3）

冷却水供給
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